
  「県道西浦停車場線」
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1936年（昭和11年）三河鉄
道が鳥羽―蒲郡線を開通し、
西浦町馬々に西浦駅が開設さ
れました。西浦町は半農半漁
の町でしたが、1953年（昭和28年）温泉が発見されると「西浦温
泉」として、この鉄道が多いに貢献しました。
この地は馬々・馬々崎・南馬相・北馬相・南馬
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場・北馬場の
字名が連なり、400年前の形原松平氏の馬場であったことを思わ
せます。それが、鉄道開通、温泉振興で人家の密集する西浦の
中心地に変身し賑わいました。
そして、県道東幡豆･蒲郡線に交わる約200ｍの西浦駅前通り
が、地図上に「県道西浦停車場線」として表記されているのが興
味深いところです。
私は蒲郡の辻をシリーズで描いていますが、今回は辻から1

歩踏み込んで「県道西浦停車場線」の風景を描きました。中央の
右奥が西浦駅、さらに北にガン封じで有名な無量寺があります。左の樹木の陰に覚性院と右に西浦郵便局がそれぞ
れ隠れています。

今月の表紙 （画：清水　昇）

　「旅ゆけば♪～駿河の国に♪～お茶の花・チャ」

朝夕の冷え込みが厳しくなったこの季節、葉の色がめっきり濃くなっ
たお隣、駿河の国の茶畑ではひっそりと白い花が咲きます。仲間の椿や

山
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茶花ほどの派手さはありませんが、白
い花びらの中に、抱えきれないほどのク
リーム色の雄しべとのコントラストが個性的な美しさです。訪れる人もなく、観賞さ
れることもなく咲いています。
茶畑ではなんと言っても、春先のすくと伸びた新緑の、朝日をあびて透ける美しさ

が格別です。思わず、新鮮で柔らかそうなその葉を摘
んで、口に含んでみたくなります。おいしいお茶にな
るはずですよね。一転、6月には小枝の先から刈り取
られ、枯れないかと心配になるほどに丸裸にされてし

まいます。驚くほど萌芽力が強いため、もとの緑の茶畑に戻れるのですけれど。
若い世代を中心にペットボトルのお茶ですませ、家ではお茶を煎れない人も増えて

いますが、ひと仕事終えて、煎れ立ての一服をお煎餅や甘いお菓子といただくのは気
分がいやされる至福の一時です。

樹木医・技術士（建設部門・環境部門）　原 野 幹 義
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